
The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

玄
智
教
学
の

研
究

　
　
　
　
　

　

　

『

考
信
録
』

を
中
心
と

し

た

行
信
論

掬

月

卩艮

勝
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は

じ
め

に

　
江

戸
中

期
か

ら

後
期
に

活

躍
し

た
、

浄

土

真
宗
本

願

寺
派
の

学
匠

玄
智
景

耀
（

一

七
三

四

−
一

七

九

四
）

の

教
学
を
総
合
的
に

研
究
す
る

こ

と

を
目
的
と

し
て

お
り

、

本
稿
で

は

玄
智
の

主

著

『

考
信
録
』

を

中

心

と

し
て

、

断
片
的
で

あ
る

が
、

行
信
義
解
釈
を
検
討
す
る

。

　
　
　
　
　
　
　
（

1）

　
玄
智
は

僧
撲
門
下
な

が

ら

学
林
の

学
匠
で

は

な

く
、

本
願
寺
の

御
堂

衆
や

輪
番

等
の

堂

職
を
務
め

て
い

た

事
績
や

、

浄
土

真
宗
の
一

大

史
書

『

大

谷
本

願

寺
通

紀
』

を

著
し

た

宗
史
家
と

し

て

の

評
価
は

高
い

が
、

そ

れ

に

比

し

て

宗
学
者
と

し

て
の

認
知
評
価
は
い

さ

さ

か

低
く

、

先
行

研
究
も

非
常
に

乏
し
い

。

そ
こ

で
、

真
宗
の

実
践

論
が

明
示
さ
れ

て

い

る

『

考
信
録
』

を

糸
口

に

行

信
論
を

考
察
し

、

宗
学
者
と

し
て

の

実
像

を

探
る
一

助
と
し

た
い

。

ま
た
、

玄

智
晩

年
の

集
大
成

『

顕
浄
土

真
実

教

行
証
文
類

光
融
録
』

（
以

下
『

光
融
録
』

）

は
、

『

亠

ハ

要
鈔
』

を

基

底
と

し

て

先
哲
の

諸
説
を
網
羅
し

自
己

の

識
見
を
も
っ

て

比

較
研
究
し

た

も

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2）

の

で
、

後
学
か

ら

「

本
典
註
釈
中
の

白
眉
」

と

も

称
さ

れ

る
。

印
度
學
佛
敏
學
研
究
第
六

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

一

　
『

考

信
録
』

に
つ

い

て

　
『

考
信
録
』

は
玄

智
が

江

戸
築
地

別
院
の

輪
番
在
任
中
に

完
成
し

た

も
の

で
、

安
永
三

年
（

一

七
七

四
）

の

作
と
い

わ
れ

て

い

る
。

仏

教
の

日

用

行

事
や

勤
式
作
法
の

本
拠

を

考
究
し

、

兼
ね

て

教

義
に

言
及
し

た

書
で

、

今
も

「

浄
土
真
宗
の

百

科
事
典
」

と
し

て

用
い

ら

れ
、

現
代
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
3）

真
宗
教

学、

布
教
伝
道
に

も

大

変
、

有
益
な

も
の

と
い

え
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4）

　
本

願
寺

所
蔵
の

写

本
（

六

巻
本
）

を

底
本
と
し

た

も
の

が

『

真
宗
史

料
集
成
』

（
以
下
『

集
成
』

）

九
（
同
朋

舎、

一

九

七
六）

、

明
治
の

刊
本
（

五

巻

本
）

を

底

本
と

し

て

写

本
を

用
い

て

校

合
・

改

訂
さ
れ

た

も
の

が

『

真

宗
全
書
』

（
以

下
『

真
全
』

）

亠

ハ

四

（

蔵
経
書
院

、

一

九
一

四
）

に

収
め

ら

れ

て

い

る
。

こ

の

底
本
の

相
違
に

よ

り
、

『

集
成
』

と
『

真
全
』

で

は
、

『

考
信
録
』

の

巻
数
と

項
目
数
が

異
な
っ

て

い

る
。

二

　
『

考
信
録
』

に

み

ら
れ

る

行
信

義
解
釈

『

考
信
録
」

の

項
目
名
の

う
ち

、

行
信
に

か

か

わ

る

も
の

は
い

く
つ

一

三

一 583一
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玄
智

教
学
の

研

究
（

掬
　
月）

か

散
見
さ

れ
る

が
、

今
回
は

巻
三

の

「

信
後
称
名
」

「

獲
信
方
便
」

「

称

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（

5）

名
具
徳
」

「

業
成

時
日
」

に
つ

い

て

取
り
上

げ
る

。

　
（

一
）

信
前
の

称
名

　
「

考
信
録
』

巻
三

「

獲
信
方
便
」

に
、

す
べ

か
ら

く

仏
祖
に

哀
請
し

、

専
心
に

称

名
す
べ

し
。

こ

れ

獲
信
の

薬
石
な

り
。

…
又

至

徳
の

尊
号
は

信
心
の

体
な
り
。

こ

れ
を

称

念
す
れ

ば
、

自
然
に

信
海
に

帰
入

す
べ

し
。

吉
水
等
師、

行

を

本

と

勧
め

た

も

う
も
の

こ

れ

な

り
。

…

又

弥
陀
の

名
号
唱

え
つ

つ

、

信

心

ま
こ

と

に

う
る

人
は
の

和
讃
も、

多
義
あ

り
と

雖
も、

ま

ず
は

行
よ

り

信
を
生

ず
る
の

次

第
に

し

て
、

長

時
称

名
の

う
ち

に

信
心
を

獲
る

の

相
な
り

。

御
消
息
集
左
四

報
性
信
書
日

。

往
生

を
不

定

に

思

食
さ

ん

人

は
、

ま

ず
我
身
の

往
生

を
思
食
し
て

御
念

仏
候
べ

し
。

我
身
の

往
生
一

定
と

思

食
さ

ん
人

、

御
報
恩
の

為
に

御
念
仏

候
べ

し
。

取
詮
こ

れ

未
信
の

人、

往

生
の

為
に
念

仏
す
れ

ば
、

終
に

は

信
を

発
し
て

、

往
生

業
成

の

地

に

至
る

べ

し
と
の

慈
教
に
し

て
、

い

わ

ゆ
る

方
便
の

真
門
を

出

で

て
、

選
択

の

願

海
に

転
ず
る

の

次
第
な
れ
ば

、

た

だ

教

他
の

み

に

あ
ら

ず
。

祖
師
の

親
践
す
る

と
こ

ろ

も

ま
た

爾

な

り
。

…

但

し
か

く
い

え

ば
と

て

西
鎮
家
の

口

称
ば

か

り
を

本
と

し

て
、

信
の

得
不
を二
誦

ぜ
ざ

る

と
は
、

同
日

の

談

に

あ
ら

ず
。

畢
竟
信
を

　
と

し
て
、

そ
の

具
不
を

檢
す
る

よ

り、

獲
信

の

方
便
を

示
す
の

み
。

と
、

法
然
・

親
鸞
の

文
等
を
引
証
し

て
、

信
前
の

称
名
を
強
く
勧
め

て

い

る
。

た

だ

し
、

浄
土

宗
の

西
山
義
・

鎮
西
義
の

よ

う
な
口

称
念
仏

を

根
本
最
要
と

し

て

信
心
の

有
無
を
語
ら

な
い

立

場
と

は

同
日
の

論
で

は

な
く

、

詮
ず
れ

ば
、

信
心
を

根
本
最
要
と

し

て
、

そ
の

信
心
の

有
無
を

確
認
す
る

た

め

に

も
、

獲
信
の

方
便
で

あ

る

信
前
称
名
を

示
し

た

に

過

三

二

ぎ
な
か
っ

た
、

と

結
ば

れ
て

い

る
。

　
　

　
　

　

　
　（
7）

　
『

光
融

録
』

巻
五

で

は

同
様
の

文
に

加
え

、

法
然
の

三

生

果
遂
の

文

を
引
証
し

て

信
前
称
名
を

勧
励
し

、

信
前
の

行
の

所
属
は

機
に

よ
っ

て

第
十
七

願
と

第
二

十
願
の

両

者
が

あ
る

と
、

最
後
に

補
足
し

て

い

る
。

　
（

二
）

信
後
の

称
名

　
『

考
信
録
』

巻
三

「

信
後

称
名
」

に

「

近

来

宗
徒
の

中
に

、

一

念

業

成
を

悪
執
し
て

、

多
念
相
続
を

撥
無
し

、

念
仏
は

西

鎮
家
所
作
の

如
く

に

思
い

、

終
日

放
逸
懶
惰
に

し
て

、

自
障
々

他
す
る

輩
多
し

。

…

か

の

僻
解
の

輩
の

実
践
を
尋
ぬ

れ

ば
、

長
日
に
一

遍
の

称
名
も
勤
め

ざ
る

と

　
　

　
　

　

　
　
（

8
）

は
、

霄
壌
懸
隔
せ

り
」

と
、

冒
頭
か

ら
、

信

の
一

念
に

浄
土

往
生
の

業

因

が

成
就
し

往
生

が

定
ま

る
一

念
義
に

固

執

し
、

多
念
に

わ

た

り
称
名

念
仏
が

相
続
さ

れ

て

い

な
い

と
、

当
時
の

宗

徒
に

対
し

て

痛
烈
な

批

判

を
掲

げ
て

い

る
。

『

考
信

録
』

巻
三

「

業
成

時
日

」

に

も
「

一

念
帰

命

す
と

も
、

長
時
の

称
名
を

廃
し

、

そ
の

ま
ま

打
捨

た

る

類
は

、

真
の

獲

　
　

　
　

　

　
（
9

）

信
に

は

非
る

な

り
」

と

諌
止

し

て

い

る
。

　
　

　
　

　

　
　（
10
）

　
『

光
融
録
』

巻
五

に

お
い

て

も
、

信
後
の

称
名
は

す
べ

て

第
十
八

願

の

所
行
法
体
に

帰
す
る

も
の

で

あ
り

、

親
鸞
は
一

念
業
成
を

本
と

す
る

が
、

多
念
を

廃
し

た

わ

け
で

は

な
い

と

述
べ

、

法
然
の

文
も
引
証
し

て

多
念
を

廃
す
る
一

念
義
を
誠

め

て

い

る
。

　
（

三
）

信
後
の

行

　
『

考
信
録
』

巻
三

「

称
名
旦
ハ

徳
」

に

は
、

　

信
後
多
念
の

称
名
を

ば
、

或
は

個

翔
行
と
も
い

い
、

或
は

往
生

の

正

一 584 一
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爨
と

も
い

い
、

或
は

讃，
嘆
囲，
α

行
と

も
い

い
、

或
は

爨
と

も
い

え

　

り
。

　

無
阪

動
β
｛
の

行
　
の

目、
心

は
、

何
れ
に

も
通
ず
べ

し
。

局
分
す
べ

　

き
に

あ
ら

ず
。

…，
往
出亠，
q
業
に

非

ず
と
い

う
こ

と

に

て

は

な

き
な
り

。

　一

念

　
よ

く
多
念
を

出

し
、

多
念
全
く
一

念

に

帰
す

。

故
に

命
促
れ
ば
一

念

に
し

て

　

往
生

し
、

命
延

れ

ば
自
然
と

多
念
に

及
ぶ

。

然
れ

ば
一

念
多
念
同
じ
こ

と

な

　

れ

ば
、

一

念
已

に、
往、
虫
の，
業
と
な

る
。

多
念
何
ぞ

往
生

の

因
に

非

ざ
ら

ん

　

や
。

こ

の

理
あ

り
と
雖
も、

新
た

に

生
因
に

擬
す
る

と

い

う
に

は

非
ず

。

末

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

11）

　

弟
分
上
に

於
て
は
、

た
だ

祖
誥
を
奉
じ
て

、

受
行
を

す
る

の

み

な
り

。

　

　
　
　
　

　
　
　
（

12）

と
、

『

光
融

録
』

巻
五
と

同
様
に

、

一

念
多
念
は

同
体

で

あ
る
こ

と
か

ら
、

信
後
称

名
は

化
他
大
悲
の

行
、

正

定
業

、

讃
嘆
門
の

行
、

報
恩
行

と
し

て
、

す
べ

て

法
体
の

具
徳
で

あ
る

、

と

解
し
て
い

る
。

　
（

四
）

一

念
覚

不
論

　
『

考
信
録
」

巻
三

「

業
成

時
日

」

に
、

今
も
漸
頓
の

二

機
あ
り
て
、

頓
機
は

獲
信
の

時
を

知
べ

し
。

漸
機
は

知
べ

か

ら

ず
。

…

頓
機
と
は

宗
祖
の

始
め

て

吉
水
に

謁
し

た

も
う
の

日
、

立

処
に

真

心
を
決

定
し

在
す
が

如
き
是
な

り
。

そ
の

外
、

臨
終
回
心

往
生
の

機
ま
た

し

か

り
。

最

初
聞
法
の

時
、

直
に

獲
信
す
れ

ば
、

獲
信
時
知
り
ぬ

べ

し
。

漸
機

と
は

会
て

聞

法
し

帰
命
し、

又

念
仏

す
と

雖

も
、

或
は

信
じ

或
は

疑
て

、

し

か
と

会

得
す
る
こ

と
も
な
か

り
し

に
、

仏
力
冥
に

加
被
し

て
、

い

つ

と
な

く

疑
尽
て

往
生
一

定
、

貴
や

難
有
や

と

信
を

え

て
、

歓
喜
念
仏

す
る
の

安
心
に

な

る
。

是

ー
と
こ

ろ
、

何
ぞ
ま

た

何
の

時
日

獲
信
と
い

　

　
　
　
　

　
　
　
（
13）

う
こ

と

を

記
す
べ

け
ん

や
。

と
、

信
一

念
の

覚
不
に

お
い

て
、

「

頓

機
」

（
信
心

を

獲
た

時
を
知
る

こ

と

が
で

き
る

）

と

「

漸
機
」

（

信
心
を

獲
た

時
を
知
る

こ

と
が
で

き

な
い
）

の

二

玄
智
教
学
の

研
究
（
掬
　
月

〉

種
の

機
根
が

あ
る

と

す
る

。

親
鸞
や

臨
終
回

心
往
生
の

機
は

「

頓
機
」

に

な
る

が
、

多
く
の

人

は

「

漸
機
」

で

あ
り
、

詰
ま
る
と

こ

ろ
、

凡
夫

の

所
見
が

及
ぶ

と
こ

ろ

で

は

な
い

、

と

論
じ

て
い

る
。

　
（

五
）

信
心
の

確
認

　
『

考
信
録
』

巻
三

「

業
成
時
日
」

に
、

烟
を

見
て

火
を
知
る

如

く
。

疑
亡

じ

喜
生

じ
、

念

仏

勇
進

す
る

に

由
て

、

信

を

う
る
こ

と

を
此
知
す

。

…

た
と

え

ば
口

伝
鈔
の

説
、

夜
の

明
る

は

日
の

出

る
が

故

な
り

。

未
曙
先
看
海
底
日
　
然
れ

ど

も

ー
、

夜
明
の

時

の

日

出
を

ぱ

覩
．

カ

ら．

Q

た

だ

日
の

山

頂
に

出
る

を

見
て
、

始
て

こ

れ

を

知
が

如
し

。

一

念
業
成
は
、

天

明
の

時
の

日

出
な

り
。

ー

習
。

齧
柑
綢
に
て

始
て

業
成

を
知
る
は

、

日
の

山

頭
に

出
る

を

見

て
、

日

出
を

知
る

と

同
じ

。

偈
云

。

慶
喜
一

念
相
応

後
、

与
韋
提
等
獲
三

忍
と

、

此

有

異
解
　
讃
曰

く、

一

念
慶
喜
す
る

人
は
、

往
生

必

ず
定
り
ぬ

と
、

慶
喜
の

左
註
云

。

信
を
え
て

後
に

喜
ぶ

と

な

り
と

、

こ

れ
み

な

後

時
の

慶

喜
を

以

て
、

一

念
の

業
成
を

験

知
す
る

に

非
ず
や

。

…

畢
竟
は

此

量
知
に

し

て
、

信

心
の

定
る

を

以
て

往
生
の

定
る

知
り

、

又
念

仏
の

相
続
を
以

て

信
心
の

定
る

　
　
　
　
　

　
　
（
14
）

を
知
る
と
い

い

つ

べ

し
。

と
、

凡

夫
の

所
見
が

及
ぶ

と

こ

ろ

で

は

な
い

が
、

「

夜
明

け
の

と
き

の

日

の

出
」

（
信
心
を
得
て

往
生
が

定
ま
る

）

と

「

日
が

山

頂
か

ら

出
る
」

（

念

仏

が

相
続
す
る
）

例
え

も

挙
げ
な
が

ら
、

疑
い

が

な

く
な
り

喜
び

が

生

ま

れ

て

く
る
こ

と

と
、

念
仏
の

多
念

相
続
に
よ
っ

て
、

信
心
を

得
る

こ

と

を

知
る

こ

と

が

で

き

る
の

で

は
な
い

か
、

と

提
示
し

て

い

る
。

　
　
　
　

　
　
　
　
（

15）

　
『

光
融
録
』

巻

十
四

に

も
、

曇
鸞
・

善
導
・

法
然
・

親

鸞
の

文
を

引

証
し

な
が

ら
、

天

台
・

真
言
・

禅
な
ど

の

仏
教
各
派
が

常
念
を

尊
ぶ

の

三

三
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玄

智
教

学
の

研
究
（

掬
　
月
）

は

真
宗
の

行
に

も
通
じ

る

ゆ
え

、

念
仏
の

多
念
相
続
を
も
っ

て

獲

信
を

確
認
す
べ

き
で

あ
る

、

と

説
示
さ

れ

て

い

る
。

お
わ

り
に

　
『

考
信
録
』

と
『

光
融
録
』

の

行

信
義
解
釈
は

非
常
に

類

似
し
て

お
り

、

特
筆
す
べ

き
は

、

信
心
を
根
本
最
要
と

し
た

う
え
で

、

信
前
信
後
と
も

専
心
念
仏
の

実
践
を

強
調
し
て
い

る

こ

と
で

あ
る

。

「

信
前
の

称
名
」

「

信

後
の

称
名
」

「

信
後
の

行
」

で

は

法
然
の

文
を

引
証
し
、

教
格
論
に

も

か

か
わ
っ

て

く
る

。

「

信
後
の

行
」

を

化
他
の

行
・

正

定

業
・

讃
嘆

門

の

行
・

報
恩
行
と

し
て

、

す
べ

て

法
体
の

具
徳
と

解
し

て

い

る
こ

と
は

報
恩
論
の

問
題
で

あ
り

、

行
信
論
を
知
る

う
え
で

重
要
な

手
掛

か

り
と

な
っ

た
。

今
後
の

課

題
と

し
て

、

当

時
の

時

代
背
景

も

押
さ
え
つ

つ

『

光
融
録
』

を

基
底
に

玄
智

行
信
論
の

解
明
へ

と
つ

な

げ
た
い

。

　

な
お

、

＝

念

覚
不
論
」

に

は

頓
機
と

漸
機
の

二

種
の

機
根
が

あ
る

こ

と

を

論
じ

、

「

信
心
の

確
認
」

で

は

疑
い

が

な

く
な

り

喜
び

が

生
ま

れ

て

く
る

こ

と

と

念
仏
の

多
念
相
続
に

よ
っ

て

獲
信
を

確
認
す
べ

き
で

あ
る

と

提
示
し

て

い

る
。

こ

れ

ら

は

現
代
の

真
宗
教
学

、

布
教

伝

道
の

在
り
方
に

も
有
意
義
な

示
唆
を

与
え
て

く
れ

る

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

1
　
同
門
に

慧
雲
・

仰
誓
・

僧
鎔
・

大
同

が

お
り

、

後
に

芸
州
・

石

州
・

空

　

華
・

筑
前
な
ど
の

諸
学
派
が

形

成
さ
れ

た
。

2
　
前
田

慧
雲
『

本
願
寺
派

学
事
史
』

（

『

真
宗
叢
書
』

別
巻
・

六

五

七

1

一
二

四

　
六
五

八

頁）

に
は
、

『

教
行
証
文

類
』

「

行
巻
」

の

解
釈
に

つ

い

て

大
半
が

　

核
心

に

触
れ

な
い

の

に

対
し
て

、

『

光

融
録
』

は

『

六
要
鈔
』

の

能
行
説

　

を
承
け
て

明
快
に

行
論
を

展
開

し
、

従
来

、

折
衷
能
行

説
と

い

わ

れ
て

　

き
た

僧
叡
・

興

隆
の

行
信
論
の

基
礎
を

築
い

た

と
ま
で

指
摘
さ
れ
て

い

る
。

3
　
深
川

宣
暢
「

真
宗
に

お

け
る

伝
道
教
材
の

研

究

　
　
『

叢
林
集
』

と

『

考

　

信
録
』

　

　
」

（
『

真
宗
学
』

　一

〇
二

、

二

〇

〇

〇
、

六
頁）

に

も、

「

内

　

容
的
に

現

代
に

お
い

て

も

資
料
と

な

り
、

ま

た

伝
道
・

布
教

の

本
格

的

　

な

辞
書
・

事
典
と
も
な

り
う
る
」

と

評
価
さ
れ
て

い

る
。

4
　
土

山
年
雄
『

玄

智
余
景
』

巻
一

（

慶

證
寺

、

一

九

九
三
、

三
一

頁
）

で

　

は
、

自
筆
本
・

写
本
・

刊
本

に
つ

い

て

言

及
さ

れ
て

い

る
。

5
　
以

下
、

引
用

す
る

『

考
信
録
』

は

『

真
全
』

六

四

を

底
本
と

す
る

が
、

　

句
読
点
は

『

集
成
』

九

を
参
照
し

な
が

ら

筆
者
が

訂
正
し
た

。

6
　
七

九
上

−
八

〇
下

頁、

五

〇

四
上

i
五

〇

五

上

頁

（

『

真
全
』

六

四
・

　

七

九
上

−
八

〇

下

頁
、

『

集
成
』

九
・

五

〇

四

上

ー
五

〇

五

上
頁
の

意
。

　

以

下、

『

考
信
録
』

に

関
し

て

は

同
様
に

表
記
す
る）

。

7
　
『

真
全
』

二

四
・

八
三

上

頁
。

8
　
七
四

下

−
七
五

上

頁
、

五
〇

〇

下

−
五

〇
一

上

頁
。

9
　
八
六

上

頁、

五

〇

九
下

頁
。

10
　
『

真
全
』

二

四
・

八

四

下
頁

。

11
　
八
二

上

−
下

頁
、

五
〇

六

下
頁

、

12
　
『

真
全
』

二

四
・

八
三

上

−
八

四
上

頁
。

13
　
八
五

上

−
下

頁
、

五
〇

八

下

−
五
〇

九
上

頁
。

14
　
八
五

下

ー
八

六

下

頁
、

五
〇

九

上

−
五
一

〇

上
頁

。

15
　
『

真
全
』

二

四
・

三

七

四
上

頁
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
玄
智、

『

考
信
録
』

、

『

光
融
録
』

、

行
信

（
龍
谷
大
学
大
学
院
）
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